
請願・人事・採決表

45

　
　

ご
み
の
計
量
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
。
計
量
の
時
、
人
は
ど
の
よ
う
な
体
制

で
い
る
の
か
。
ま
た
、
計
量
す
る
場
合
、

天
候
に
よ
り
誤
差
が
出
た
と
き
は
、
ど
の

よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

　
　

可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
な
ど
の
計
量

業
務
は
、
大
里
広
域
深
谷
清
掃
セ
ン
タ
ー

で
行
い
、
計
量
業
務
は
２
名
体
制
で
実
施

し
て
い
る
。
ご
み
を
持
ち
込
ま
れ
た
方
は
、

最
初
に
台
貫
と
い
う
計
量
器
で
搬
入
前
の

車
両
の
重
さ
を
計
る
。
そ
の
際
に
「
家
庭

ご
み
」
か
「
事
業
ご
み
」
か
、「
ご
み
の

発
生
し
た
場
所
」
は
ど
こ
か
、「
可
燃
ご

み
」
か
「
資
源
物
・
不
燃
ご
み
等
」
か
、

事
業
ご
み
の
場
合
「
事
業
所
は
市
内
」
か
、

な
ど
の
細
か
い
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

深
谷
市
で
発
生
し
た
ご
み
で
あ
る
か

市
外
の
ご
み
で
あ
る
か
、
は
っ
き
り
分
か

る
証
明
書
の
よ
う
な
も
の
を
発
行
し
た
ら

よ
い
と
思
う
が
。

　
　

搬
入
さ
れ
た
ご
み
が
ど
こ
で
発
生
し

た
か
に
つ
い
て
は
、
搬
入
時
の
細
か
い
確

認
に
よ
り
判
断
し
て
い
る
。

ー
シ
ル
バ
ー
議
会
を
創
設
し
た
ら
ど
う
か
ー

　
　

小
学
生
、
中
学
生
に
は
子
ど
も
議
会

が
あ
る
の
で
発
言
す
る
機
会
が
あ
る
が
、

高
齢
者
に
も
シ
ル
バ
ー
議
会
を
開
催
し
発

言
す
る
機
会
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

　
　

市
で
は
、
す
で
に
「
市
長
へ
の
手
紙
」

制
度
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
が
活
動
す

る
場
所
へ
直
接
伺
う
「
市
長
訪
問
対
話
会
」

や
、
市
長
に
対
す
る
「
要
望
・
陳
情
」、
さ

ら
に
自
治
会
連
合
会
主
催
に
よ
る
「
市
長

と
語
る
集
い
」
な
ど
意
見
交
換
で
き
る
機

会
を
設
け
て
い
る
の
で
、
シ
ル
バ
ー
議
会

を
設
け
る
予
定
は
な
い
。

AQAQA

映像は
こちらから

QA

台
貫
と
い
う
計
量
器
で
搬
入
前
の
車
両
の
重
さ
を
計
る

Q
ご
み
の
搬
入
時
、
ど
の
よ
う
に
計
量
す
る
の
か

加藤 利江
か   とう とし   え

会　派　名（※）

※会派名「共産党」は「日本共産党」です。　※議長は可否同数のみ採決に参加します。　

深谷同志会 深政クラブ 深和会 公明党 共産党無会派
議  員  名

議  案  
市長、副市長及び教育長の給与等に関する条例等の一部改正 
令和２年度一般会計補正予算【期末手当引き下げ】
国に対し、国の責任による「２０人学級」を展望した少人数学級
の前進を求める意見書の提出を求める請願 
国に対し「一定の期間を定めて、消費税を０％にする意見書」の
提出を求める請願書

可 決

可 決

不採択

不採択

12月定例会　議案に対する各議員の賛否（一部掲載） 【○：賛成、×：反対】　

小
嶋
　
　
隆

福
島
　
秀
樹

今
井
慶
一
郎

富
田
　
　
勝

茂
木
　
一
郎

田
口
　
英
夫

⻆
田
　
義
徳

清
水
　
健
一

柴
崎
　
重
雄

馬
場
　
　
茂

武
井
　
伸
一

湯
本
　
哲
昭

石
川
　
克
正

松
本
　
政
義

永
田
　
勝
彦

髙
田
　
博
之

仲
田
　
　
稔

三
田
部
恒
明

五
間
く
み
子

中
矢
　
寿
子

佐
久
間
奈
々

鈴
木
　
三
男

村
川
　
徳
浩

加
藤
　
利
江

審
議
結
果

○○○　○○○○○○○○○　○○○○○○××○○
○○○　○○○○○○○○○　○○○○○○××○○

×××　×××××××××　××××××○○××

×××　×××××××××　××××××○○××

議
長

欠
席

市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

質問項目一覧 （通告順）

加藤　利江・・・・・・・・・・・・・・・・P5 
・ごみの搬入   
・シルバー議会を創設したらどうか 

中矢　寿子・・・・・・・・・・・・・・・・P6 
・若者支援事業   
・子育て世代への支援

石川　克正・・・・・・・・・・・・・・・・P6
・渋沢栄一翁とまちづくり

五間　くみ子・・・・・・・・・・・・・P7
・地域共生社会の実現に向けた取り組み   
・子宮頸がん(ＨＰＶワクチン)予防接種   
・持続可能な未来に向けたまちづくり   
・防災行政

柴崎　重雄・・・・・・・・・・・・・・・P7
・新型コロナウイルス感染   
・渋沢栄一翁顕彰 

清水　健一・・・・・・・・・・・・・・・P8
・学校教育   
・子育て支援   
・河川の環境

三田部　恒明・・・・・・・・・・・・・P8
・環境政策   
・ＳＤＧｓ 

湯本　哲昭・・・・・・・・・・・・・・・P9
・農業全般に関わる課題等

佐久間　奈 ・々・・・・・・・・・・・・P9
・教職員の働き方
・動物の殺処分ゼロに向けた取り組み

鈴木　三男・・・・・・・・・・・・・・・P10
・国民健康保険税減免   
・空き家対策   
・市職員の待遇改善

村川　徳浩・・・・・・・・・・・・・・・P10
・渋沢栄一政策   
・花園ＩＣ拠点整備プロジェクト

スマートフォンなどをお持ちの方は、氏名の下のQRコードを専用
アプリで読み取ると、それぞれの録画映像がご覧いただけます。

　田　義徳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P11
・家庭用(携帯用)ゲームソフトとの連携   
・街の活性化

今井　慶一郎・・・・・・・・・・・・・・・・P11
・ＷＩＴＨコロナにおける裾の広い社会   
保障の取組み   
・「かかりつけ医制度」の促進と定着   
・小学校の登下校 

福島　秀樹・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P12
・新庁舎レンガコリドー・広場   
・深谷市電子プレミアム付商品券

永田　勝彦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P12
・深谷市瀬山国道140号バイパス沿いに   
植樹した桜並木の保全   
・埼玉県企業局に依る140号沿い上原地   
区に於ける「深谷市工業団地整備」の再開

茂木　一郎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P13
・令和３年度使用中学校教科書

市政への一般質問

深谷清掃センター

 

果
結
査
審
の
願
請

 

人

 

事

 

案

 

件

 
請
願
第
３
号
（
不
採
択
）

　

国
に
対
し
、
国
の
責
任
に
よ
る
「
20

人
学
級
」
を
展
望
し
た
少
人
数
学
級
の

前
進
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
請
願

　

新
日
本
婦
人
の
会　

深
谷
支
部

　
　
　
　
　
　

支
部
長　

小
鮒　

早
苗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
名

　

30
人
学
級
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
自

民
党
・
公
明
党
で
も
決
議
し
、
指
定
都

市
市
長
会
か
ら
も
要
望
が
あ
る
。
ま
た
、

地
方
６
団
体
を
は
じ
め
学
校
現
場
で
も

ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
国
は
、
教
室
の
広
さ

や
１
人
１
台
の
端
末
な
ど
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
丁
寧
な
指
導
を
実
現
す
る
た
め

に
、
30
人
学
級
を
目
指
し
て
い
る
。
少

人
数
学
級
を
望
む
声
が
多
数
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
20
人
学
級
ま
で
展
望
し
た

も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
ず
は
、
30

人
学
級
を
早
期
実
現
で
き
る
よ
う
、
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
間　

く
み
子

　

少
人
数
学
級
の
推
進
は
、
教
職
員
の

長
年
の
願
い
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に

目
を
行
き
届
か
せ
る
に
は
、
40
人
学
級

で
は
多
す
ぎ
る
。
日
本
の
40
人
学
級
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
中
で
韓
国
に
次
ぐ
多

い
人
数
で
、
教
育
予
算
も
少
な
く
、
教

育
へ
の
公
的
支
出
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る

割
合
は
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
中
で
最
低
で

あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
、
人
数
の

多
い
教
室
は
密
状
態
で
、
教
職
員
や
子

供
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
も
相
当
な
も
の
で

あ
る
。

　

小
中
学
校
の
余
裕
教
室
を
利
用
し
な

が
ら
20
人
学
級
を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
閒　

奈
々

 
請
願
第
４
号
（
不
採
択
）

　

国
に
対
し
「
一
定
の
期
間
を
定
め
て
、

消
費
税
を
０
％
に
す
る
意
見
書
」
の
提

出
を
求
め
る
請
願
書

　

消
費
税
減
税
を
求
め
る

　

深
谷
・
寄
居
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表　

小
林　

各
伺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
14
名

　

高
齢
化
が
進
み
社
会
保
障
費
が
増
え

続
け
、
安
定
し
た
財
源
と
し
て
消
費
税

が
必
要
で
あ
る
。
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
分
は
、
社
会
保
障
費
に
充
て
ら
れ
、

既
に
多
く
の
事
業
が
動
き
出
し
て
い
る
。

　

消
費
税
を
０
％
に
し
て
、
こ
れ
ら
の

事
業
の
財
源
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
対
策
と
し
て
、
消

費
税
を
０
％
に
す
る
た
め
に
は
、
様
々

な
法
改
正
と
時
間
が
必
要
と
な
る
。
ま

た
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、

こ 

ぶ
な　
　

   

さ     

な
え

こ 

ば
や
し　
　

か
く  

し

こ  

い
け　
　
　

ま
さ  

こ

わ
か 

ば
や
し　

   

ひ
ろ
し

反
対
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

７
割
以
上
の
国
民
が
支
持
し
て
い
る
た

め
、
消
費
税
を
０
％
に
戻
す
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
矢　

寿
子

　

消
費
税
は
、
社
会
保
障
の
た
め
と
３
％

で
導
入
さ
れ
昨
年
の
10
月
か
ら
10
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
大
企
業
は
利
益

を
上
げ
、
４
８
８
兆
円
の
内
部
留
保
で

あ
る
。
市
民
の
暮
ら
し
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
が
広
が
る
ば
か
り
で
、
不
安
は

大
き
い
。
忘
年
会
や
新
年
会
で
賑
わ
い

を
期
待
し
て
い
た
店
も
大
変
で
あ
る
。

消
費
税
０
％
の
減
収
分
の
代
わ
り
と
し

て
、
所
得
税
や
法
人
税
の
見
直
し
に
よ

り
増
収
が
可
能
で
あ
る
。
海
外
で
も
減

税
を
実
施
し
て
い
る
。
消
費
税
を
０
％

に
し
て
、
経
済
の
活
性
化
が
必
要
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

三
男

■
人
権
擁
護
委
員　

   　
　

小
池　

政
子

　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　

若
林　

博

※

請
願
・
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
敬
称
略

賛
成
討
論


